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◆「土の城」
　戦国時代の名将、上杉謙信公の居城として知られる春日山城には、全国から多くの人が訪れています。
　戦国時代の山城である春日山城は、一般的にイメージされる白亜の天守閣を持つ城ではなく、石垣
さえも存在しません。その本来の姿は、地形を巧みに利用して曲輪や空堀、土塁を造りあげたもので、
その土木工事の粋、言い換えれば軍事施設として敵の侵入を防ぐ機能美が春日山城の魅力です。「城」
という字が土偏に成るの如く、春日山城はまさに「土の城」なのです。
◆城の変遷
　春日山城の成立については、諸説あってよくわかっていません。現在見るような広大な山城としての
整備は、越後守護代長尾為景、上杉謙信公、景勝の親子三代と上杉家に替わって入城した堀家によ
るものと考えられています。その拡大過程について、春日山を長くフィールドとする研究者は、①本丸周
辺、②南三の丸と通称される本丸の南に広がる平坦な一群及び三の丸から千貫門に広がる曲輪群、③御
屋敷遺構群、そして④総構が築かれた山裾の平坦地の大きく４つのグループに分け、①から④に段階
的に拡大していった、と推測されています。春日山城の特徴は、山頂の本丸跡から総構まで、すなわ
ち①から④までの遺構が間断なく連続していることにあり、山城としては稀有な例といえるでしょう。
　慶長12（1607）年、堀家が直江津に築いた福島城に移り、中世越後統治の象徴であった春日山
城は廃城となりました。
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◆春日山城の整備
　春日山城は、総構の一部を除いてほとんど発掘調査を行っておらず、当時の資料も残っていないた
め建物等の復元整備は困難です。一方、大正時代以降に植林された杉で全山覆われており、眺望を
遮るだけでなく、根が浅いので風雪で倒れやすく遺構を破壊するおそれもありました。そこで、整備に
あたっては、遺構の保存と春日山城の特徴である土木工事の粋を見ていただくための修景に力点を置
いてきました。
　当面は、植林された杉が繁茂する春日山城を、約100年前に撮られた現存する最も古い写真を参考
に、丘陵尾根に幾段にも区切られた曲輪や空堀が望める姿に戻すことを目標として進めてきました。杉
の伐採を計画的に進めるとともに、市民ボランティアと下草刈り等を進め、現在、山城らしい姿が市街
地からも望むことができ、各曲輪からの眺望も確保することができるようになりました。市民ボランティ
アの活動には、市内の小中学生も参加し、春日山城を守るバトンが確実につながれています。
　平成８（1996）年、総構の一部を「春日山城史跡広場」として公開するとともに、ガイダンス施設「春
日山城跡ものがたり館」を併設し、史跡学習の一助としています。
　さらに、平成14（2002）年には大手道入口に、春日山城のインフォメーションとしての機能を持たせ
た「埋蔵文化財センター」をオープンしました。これらの施設を拠点に、各曲輪として、散策マップ
を片手に、全国屈指の大きさを誇る中世城郭をぜひ体感してください。
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